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研究成果の概要（和文）：　本研究プロジェクトでは、中世ヨーロッパ諸国（イングランド、フランス、ドイ
ツ、ネーデルラント、チェコ等）と都市を対象に、それぞれの統治理念とそれに対応する社会制度の具体的展開
との突合せを通じて、中世ヨーロッパ世界の統合的理解を得ることを目指した。
　13名の共同研究者により、それぞれの地域（国家）における世俗国家とカトリック教会の支配理念及び、王国
と都市という中世ヨーロッパ社会を構成した中心的な組織の在り方を比較史的に検討した。その結果、それらの
統治理念とそれぞれの社会制度の現実を統一的に理解することが一定程度可能となったと考えられる。

研究成果の概要（英文）： This research project was intended to make clear the medieval European 
world through the viewpoints of analyzing the political ideology(royal power, papal authority) and 
social system (kingdom, empire, cities, etc.). Thirteen researchers analyzed each area (kingdam and 
cities), and showed the differecne and uniquness of each area through the comparative hisotrical 
approach.  As a result we could show some specific character of each kingdam(empire) and cities by 
the ideological and institutional analysis. This result will surely contribute to understand the 
reality of the medieval European World.
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１．研究開始当初の背景 
 1980 年代以降の中世ヨーロッパ研究にお
いて、中世国家を論じる視点が多様化してき
た。近代国家との関係では、その起源を中世
の諸王国の統治制度に求める立場や、近代の
ナショナリズムの形成の起源を中世のエス
ニックな共同体に見出す研究等が見られる
が、いずれも近代国民国家のフィクション性
が指摘されることにより、その研究の方向性
は修正を余儀なくされてきた。他方、中世国
家を近代国家とは異質な存在としてとらえ、
両者の対比の中から中世国家の特質を解明
するアプローチが見直されつつある。しかし、
伝統的諸研究では、理論が先行し、歴史的実
態との乖離が認識されてきた点に鑑み、近年、
個別の王国や諸地域の統治や社会制度の実
証的研究を比較史的に検討、統合することの
重要性が意識されつつある。本プロジェクト
はそうした研究状況を踏まえ、13 名の研究者
によるそれぞれの王国や都市における統治
理念と社会制度を実証的に分析し、中世ヨー
ロッパ各地の具体的な社会制度の現実を統
合的、統一的に理解することを目指すことと
した。 
 
２．研究の目的 
本研究プロジェクトでは、中世ヨーロッパ諸
国と都市を対象に、統治理念の究明と、それ
に対応する社会制度の具体相との突き合わ
せを通して、中世ヨーロッパ世界の統合的理
解を得ることを主たる目的とした。統治理念
については、王権と教会の果たした役割の実
証的分析が目指される。社会制度としては、 
王国と都市を主たる分析の対象とする。王国
については、それぞれの統治の具体的諸側面
（行財政、法制、軍事等）の分析が、また、
都市については、その自治、経済、宗教の諸
制度や政治文化の分析が主たる課題となる。
こうしたアプロ―チにより、従来の日本の中
世ヨーロッパ史研究に欠けていたと思われ
る、西欧中世社会の実態を綜合的に理解する
モデルを提供することを目指す試みである。 
 
3．研究の方法 
 上記の研究課題を達成するために、本プロ
ジェクトでは、のべ 1４名(連携研究者 1 名を
含む)の中世ヨーロッパ史研究者を 4 つの研
究班（国家班、教会班、王国班、都市班）に
組織し、メンバー各自の研究対象であるヨー
ロッパの国・地域ごとに、分担する研究テー
マに関する先行研究と史料を調査、収集し、
3 年間の研究期間全体を通じて、各年 4 回程
度の研究会を開催し、研究報告と共同討議の
場とした。さらに、3 年目には、ドイツから
専門研究者(J.デンドルファー、フライブルク
大学教授)を招請して講演会とセミナーを開
催し、当該研究課題を中心に、有用な質疑を
行うこととした。 
 
4．研究成果 

 主な研究成果は、以下のとおりである。 
(1) 統治理念・国家班では、中世ドイツ王国 
および神聖ローマ帝国、フランス王国、ビザ
ンツ帝国について、王国理念と帝国理念の概
念史的検討と国家アイデンティティの構築
プロセスについて年代記や証書史料に基づ
く分析を行い、担当メンバーにより数篇の論
文が発表された。 
(2)統治理念・教会班では、教皇権とビザンツ
皇帝権により形成された統治理念の比較史
的分析が行われ、担当メンバーにより関連す
る数篇の論文が発表された。 
(3)社会制度・王国班においては、イングラン
ド、フランス、チェコ、神聖ローマ、北欧等
を対象に、三部会の形成過程や仲裁制度に基
づく合意形成、王国統治組織の整備等が実証
的に分析された。担当メンバーにより数篇の
論文が発表された。 
(4)社会制度・都市班においては、ネーデルラ
ントと南フランス地域を主たる対象として、 
君主(王権,諸侯)権力と都市の諸関係の実証的、
比較史的分析がなされた。担当メンバーによ
り数篇の論文が発表された。 
(5) 中世ヨーロッパの統治理念の基盤をなす
「封建制」概念について、ドイツから招請し
た専門研究者（J.デンドルファー、フライブ
ルク大学教授）によるセミナーを３年目
（2017 年 9 月）に開催し、学際的な議論を
行って、本研究課題に関するメンバー各自の
認識を深化させることができた。デンドルフ
ァー教授によるドイツ語の講演 2 編は、翻訳
刊行されている（『青山史学』、36、2018 年 3
月）。 
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